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 六甲山・摩耶山は、瀬戸内海国立公園に位置し、大都市の近郊にありながら、豊かな自然が保

全されるとともに、様々なレジャーが楽しめる「都市山」であり、市民に親しまれてきました。 

 2019 年３月には、六甲山の目指すべき方向性及びそれを実現 

するための方策について『六甲山グランドデザイン』を策定し、 

六甲山・摩耶山の活性化を図っています。 

⇒六甲山グランドデザイン 

 

 六甲山・摩耶山の活性化をさらに促進するためには、移動を支える交通も重要な要素のひとつ

であり、「六甲山・摩耶山の交通のあり方検討会」（以下、検討会）を 2021 年９月に立ち上げ、

全８回にわたり検討を進めてきました。 

 2024 年２月の検討会終了後には、検討会の意見をとりまとめた報告書が手交されました。 

⇒「六甲山・摩耶山の交通のあり方検討会」報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q１．「六甲山・摩耶山の交通のあり方検討会」って？ 

「六甲山・摩耶山の交通のあり方検討会」の開催状況や各回の資料は、 

以下からご確認いただけます。 

⇒六甲山・摩耶山の交通のあり方検討会開催状況 

https://www.city.kobe.lg.jp/a64051/shise/kekaku/kezaikankokyoku/rokkomaya/granddesign.html
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/47852/houkokusyo.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/a80014/rokkomayakotsu.html
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交通渋滞の発生 

 六甲・摩耶山上までの交通手段は、自動車が約７割と最も高く、繁忙期（５月、８月、１１月）には、特

定の施設付近（六甲山牧場、六甲ガーデンテラス周辺等）で自動車渋滞が発生しています。 

 摩耶山においては、掬星台からの夜景を目的とした夜間の来訪者が多く、繁忙期では掬星台駐車

場が満車になり、駐車場待ちの自動車で渋滞が発生しています。 

【アクセス交通手段の利用状況（第１回検討会資料）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山上の公共交通の分かりにくさ、利便性の悪さ 

 市街地から山上へ来訪・山上を周遊するには、多くの乗継が必要となり、利用の分かりにくさや利

便性の悪さが課題となっています。また、交通系 IC カードが利用不可の交通も多く、乗り換え検

索に未対応のモードもあります。 

【六甲山・摩耶山及び周辺の交通ネットワーク（第１回検討会資料）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２．六甲山・摩耶山の交通の現状・課題は？ 
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① 市街地～山麓部 

 市街地から山麓部は路線バスが運行していますが、六甲ケーブル及び摩耶ケーブルと便数やダイ

ヤが揃っておらず、待ち時間が発生しています。 

② 山麓部～山上 

 山麓から山上までは六甲ケーブルとまやビューライン（ケーブルカー・ロープウェー）が運行してい

ます。まやビューラインにおいては、摩耶ケーブルが最大乗車人員53人／便である一方で、摩耶

ロープウェーは最大乗車人員29人／便となっており、輸送力に差があるため、乗り換えに待ち

時間が発生するなど、観光客輸送におけるボトルネックとなっています。 

③ 山上での周遊（摩耶山エリア～六甲山エリア） 

 摩耶山エリアと六甲山エリアを公共交通機関で周遊する場合、六甲・摩耶スカイシャトルバスと六

甲山上バスを乗り継ぐ必要がありますが、乗継に待ち時間が発生しています。 

 

 

【交通の問題点まとめ（第２回検討会資料）】 
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 市街地からのダイレクトなアクセス手段の検討が必要という検討会でのご意見をふまえて、第５回

検討会（2022.12.15）で、掬星台へのアクセス案として３案（A 案～C 案）について検討結果を

示しました。 

 

【山上へのアクセス案検討の考え方（第５回検討会資料）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q３．山上へのアクセスとして、なぜ新ロープウェー構想が出てきたの？ 

A案：摩耶ロープウェーの搬器大型化 

B案：まやビューラインのロープウェー架け替えルート 

C案：神戸布引ハーブ園接続ルート 
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 第７回検討会（2023.9.11）では、各案の需要予測と、事業採算性を検証した結果を示し、議論を

行いました。 

⇒需要予測、事業採算性については、Q４へ 

 検討会終了後の報告書では、市街地から山上へのアクセス改善案として、需要予測の結果、黒字

化の可能性があり、事業費に対する経済波及効果も見込める C 案（ハーブ園接続ルート）の整備

を進めるべきという意見をいただきました。 

【各案の概要（第５回検討会資料）】 
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バス運転手の不足 

バス運転手不足は全国的にも大きな問題となっています。 

兵庫県内では、大型二種免許（バスの運転免許）の保有者数が減少傾向にあります。また、免許保

有者を年齢別でみると、約 70％が55歳以上となっており、将来的にさらなる運転者不足が懸念

されます。 

六甲山・摩耶山の交通のあり方を検討するうえでも、これらの課題を考慮し進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Column 



7 

 

 

 

 

需要予測について 

 直近 1 年間における市内観光目的来訪者約 4,000 人を対象に行った WEB アンケートにより、

来訪時の交通行動実態や掬星台への来訪意向、各案のロープウェーの利用意向等の調査を実施

し、需要予測を行いました。 

 需要予測は、確度Ⅰ～確度Ⅲと幅を持たせて試算を行い、C案の整備が最も需要量が多い結果と

なりました。 

 なお、需要予測については、山上の再整備は含めず、新ロープウェーの整備による需要のみを考

慮しており、摩耶山の再整備の状況によっては、より一層の需要が見込まれると考えています。山

上の再整備については、経済観光局が、摩耶ロッジ敷地や掬星台園地を含めた一体的な再整備に

ついて検討を進めています。 

 

 【需要予測の算出結果（第７回検討会資料）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q４．新ロープウェーは、どれくらいの需要が見込まれるの？採算性は？ 
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事業採算性について 

 事業採算性の検証については、現在検討を進めている C 案において確度Ⅲとした場合、黒字化

（約 7 千万円）という結果になりました。A 案・B 案についてはいずれの確度でも赤字という結果

になりました。 

 

【事業採算性の検証結果：確度Ⅲ（第７回検討会資料）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計 30.4 万人 
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 新ロープウェーの整備は、建設投資による経済波及効果のほか、新神戸駅と直結することにより、

国内外からの来訪者の増加につながるという効果が期待されます。 

 あわせて、山上交通を充実することにより、都心からの新たな来場者が山上を回遊し、観光消費

額の増加や山上での更なる投資の促進につながります。 

 これらの取組みにより、「海・まち・山が近い」という神戸の都市ブランドを、さらに向上させる効

果が期待されます。 

 

 

【新ロープウェーの整備と山上交通の充実による効果（報告書）】 

Q５．新ロープウェーの整備によって、どのような効果が期待できるの？ 


